









A Study of Embroidery in Dressmaking 
























































































































期の装飾モチーフであるカル卜 ゥー シュ模様 （変形した額縁模様）の中で使われるようになる。
カルトゥーシュは始めは角ばっていたが除々に柔らかな曲線となり，花の茎は短かくなり余分
な葉はと り除かれるなど次第に様式化していく。 1750年代の ドレスの刺繍は，交錯したリボン
状の格子の中の様式化した花模様が特徴である（写真 5）。多色の絹糸を用い，ロング・エンド・





















。実物資料A マンチュア 1740年一1750年 イギリス（写真8, 9) 
写真8 実物資料A 1740年一1750年 写真9 実物Aのスカ 卜ー裾の刺繍部分拡大
素材：緋色の畝織の絹を表地とし， 裏は白の絹を使っている。
形態 ：ロココ期1740年以降にみられる宮廷服の特徴を顕著にあらわし，両脇にパニエのある横
広がりのスカー 卜は一番広いところは6フィー トある。スカー卜は7面で構成されスカー ト全
体に刺繍飾りがある。上衣は広い幅のスカートと調和がとれるように2本のプリーツが肩から
ウエス トラインまで、入っている。 袖は肘丈で細い折り返しのカフスがつき，肘を曲げた状態で
もゆとりがある袖口にはフランス製のニ一 ドルレー スがつき，レースは衿のトリミ ングにも用
いられている。













に青インクで“Rec’dof Mdm Leconte by me Mogd. Giles”の記録がある。この時代刺繍師の






























。実物資料C 男性用長上着 1790年頃 フランス（写真12・13)

















































図2 コー チド・ワー ク


































！＝ 資料B 実寸 約70cm 斗







刺繍箇所 刺 繍 技 法 使 用糸 （コスモ） 本 数
ロココ ・ステ yチ 715, 714 3本どり
① 中－；＋仏、j造花用ワイヤー3本をコーチングでとめる
サテン ・ステッチ
サテン ・ステッチ 715, 714 4本からI本どり




アウ ト・ライン ・ステッチ （図柄周囲） 日本刺繍糸銀糸 l本どり







⑤ ステム ・ステyチ 715, 716 3本どり
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